
■「高校受験英語 単語・文法対策編」とは 
 

１．高校受験英語の基礎は英単語と英文法 

 高校受験英語は長文読解が難しくて大変です。長文を中心に学習しなければならないと思っていませ

んか？ 

 英語の長文も，英単語と英文法の学習の積み重ねで，理解できるようになります。まずは，高校受験

に出題されやすい英単語と文法事項をしっかり理解することが大切です。 
 
２．意外に忘れている中１の基礎文法 

 １年の最初に学習した be 動詞や一般動詞などは，基礎の基礎なのでもう学習することはないと思っ

ていませんか？ be 動詞と一般動詞の使い分けは正確にできますか？ １年の最初に学習した be 動詞

や一般動詞は，２年や３年で学習する過去形や受身形の基礎ともなり，とても重要な文法事項です。基

礎からすべて復習しましょう。解答には詳しい解説がついているので，間違えた問題はよく読んで理解

しておきましょう。基礎の復習が必要ないときは，問題番号が白ヌキとなっている重要問題だけを解い

てもよいです。 
 
３．学年別に学習するので，中１生，中２生の復習も可能 

 基本文法の中１，中２の部分は，それぞれの学年で学習する単語やステップにそって作成されている

ので，中１生や中２生の復習にもお使いいただけます。ただし，高校入試ひん度順 1251 単語について

は，入試で出題されやすい順に学習し，学習年にはそっていません。 
 
４．中学文法の最終チェックは「中学文法総復習」で 

第１巻～第３巻で，高校受験に出題されやすい英単語と１年～３年の文法事項の学習が終わったら，

第４巻の「中学文法総復習」に取り組みましょう。それぞれ２回分のテストが用意されています。テス

ト形式で確認でしましょう。時間がないときは，「中学文法総復習」から始めて，苦手な単元のみ，学

年別の基本文法に戻ってもよいです。 
 
５．最後の仕上げは「模擬テスト」で 

最後の仕上げは，全国の都道府県で実際に出題された問題から，重要な問題，出題されやすい問題を

抽出した第５巻の「模擬テスト」です。文法事項でわからないところがあれば，学年別の基本文法に戻

ることもできます。模擬テストも終わりまだ時間があれば，全国の高校入試問題集を買って，ほかの過

去問も順に解いてみましょう。長文の読解力がさらに身につきます。 

 
 

●基本文法（第１巻～第３巻）の構成 
１回の学習は，次のような構成になっています。順に学習しましょう。１回分の

問題を解くのに１時間程度かかります。あまり時間がとれないときは，２のような

白ヌキの重要問題だけを解いてもＯＫです。 



◆◆ Check ◆◆ 文法事項や英単語のまとめです。忘れたところがないか確認しおきましょう。 
 

◆◆ Practice ◆◆ 文法事項や英単語の問題です。順に解いてみましょう。 
 

◆◆ 総合 Practice ◆◆ Practiceのより複合的な問題が用意されています。少し 
レベルアップした問題にもチャレンジしてみましょう。 

★第１巻～第３巻の内容 ＊内容については，一部変更される場合もあります。 

●第１巻         ●第２巻         ●第３巻     

 

 

 

 

 

●中学文法総復習（第４巻）の構成   

第４巻の「中学文法総復習」には，それぞれ２回分のテストが

用意されています。テスト時間はそれぞれ 10 分ですので，１回の

学習は 20～30 分程度です。 

テストで確認し，弱い文法事項は，基本の復習をしましょう。

時間がないときは，「中学文法総復習」から始めて，苦手な単元の

み，学年別の基本文法に戻ってもよいです。 

 
 
 

●模擬テスト（第５巻）の構成       

第５巻の「模擬テスト」は，全国の都道府県で実際に出題され

た入試問題から，重要な問題，出題されやすい問題を抽出した模

擬テストです。１回のテスト時間は 50 分です。 

文法事項でわからないところがあれば，学年別の基本文法に戻

ることもできます。 

 

 
１ be 動詞① 
２ be 動詞② 
３ be 動詞③ 
４ 一般動詞① 
５ 一般動詞② 
６ 現在進行形 
７ 一般動詞の過去形 
８ ◎重要単語 1～100 
９ 助動詞 can 
10 疑問詞① 
11 疑問詞② 
12 疑問詞③ 
13 名詞・形容詞 
14 代名詞 
15 命令文 
16 接続詞，it を使った文 
17 ◎重要単語 101～200 

 
１ There is 
２ be 動詞の過去形 
３ 未来形 
４ 助動詞 
５ 接続詞 
６ いろいろな文型 
７ 不定詞と動名詞 
８ ◎重要単語 201～300 
９ 比較表現① 
10 比較表現② 
11 受身形 
12 付加疑問と否定疑問 
13 さまざまな表現 
14 ◎重要単語 301～400 
 

１ いろいろな時制 
２ 受身形 
３ 現在完了① 
４ 現在完了② 
５ 付加疑問と間接疑問 
６ 不定詞と動名詞 
７ 文型のまとめ 
８ ◎重要単語 401～500 
９ 助動詞 
10 接続詞 
11 現在分詞と過去分詞 
12 関係代名詞① 
13 関係代名詞② 
14 さまざまな表現 
15 ◎重要単語 501～600 

１ be 動詞 
２ 一般動詞 
３ 疑問詞 
４ 名詞・代名詞 
５ 過去の文 
６ 未来の文 
７ 助動詞 
８ 接続詞 
９ 不定詞と動名詞 
10 比較表現 
11 受身 
12 現在完了 
13 付加疑問・間接疑問 
14 いろいろな文型 
15 関係代名詞 
16 ◎重要単語 601～700 

★第４巻の内容 ＊内容につ 
いては，一部変更される場合もあります。

１ 第１回 
２ 第２回 
３ 第３回 
４ ◎重要単語 701～800 
５ 第４回 
６ 第５回 
７ ◎重要単語 801～900 
８ 第６回 
９ 第７回 
10 第８回 
11 ◎重要単語 901～1000 
12 第９回 
13 第 10 回 
14 ◎重要単語 1000～1152 

★第５巻の内容 ＊内容につ 
いては，一部変更される場合もあります。
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